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伯領 ヴ ェ ンチ ュガ ウに お け る法 的 構 造
」領 法 テ ィ ロ ール成 立序 説 一
(主査)
教授 世 良 晃志郎 助教授 小 山 貞 夫
論 文 内 容 の 要 旨
本 論文 は、ティロール伯 の本拠であ る伯領 ヴィ ンチ ュガ ウの内部構造を明 らか に し、さ らに同
伯 が ウル テ ン伯領を も自己の支配下 に包 摂 してゆ く過 程を論 じ、12世 紀後半か ら13世 紀初期
におけるラ ン ト ・テ ィロール形成の崩芽期を とり扱か った ものである。
なお、本論文は次の章か ら成 って いる。
は じめに
第一章 伯領 ヴィ ンチ ュガウの 内部構造
第一節 ラ ン ト法
第 一 ラ ン ト ・ヴィ ンチ ュガウと伯裁判所
第ニ ラ ン ト・ヴィ ンチ ュガウと存立基盤
第二節 証人団
第一 証人団構 成員
第二 伯領 ヴィ ンチュガ ウにお ける共 働行 為









論 文 審 査 結 果 の 要 旨
個 々の フ ァミリアを起え る農 民団体 、個別 のヘル との所属 関係等、在地 の組織を明か に したこ
とは、本論文の大 きな功績であ り、 この種 の研究 は ドイツにおいて もその例 は少 ない。
また、本論文の実証 は きわめて手固 く、本 論文は ランデスヘルシ ャフ トについての我が国におけ
る最初 の本格 的な実証的研 究でもあ る。
以」二によ って、本論文の提 出者 は、法学博士の学位を授 与され るに値す るもの と認あ られ る。
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